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(1）昭和55年9月1 日 広報 第118 号 、つ よ
 

”し 、つ ほ
 

町の 人 口 

（昭和55年8月31日現在） 

前月比較 

男 3, 935 (+ 3 ) 

女 4, 188（十1 ) 

計 8, 123 (+ 4 ) 

世帯数 2, 530 (+16 ) 

お
め
で
と
う
新
成
人
 

八
十
四
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
 

成
人
お
め
で
と
う
。
 

八
月
十
五
日
、
午
前
十
時
か
ら
町
民
 

体
育
館
で
、
真
夏
の
成
人
式
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

該
当
者
八
十
四
人
（
男
四
十
七
人
、
 

女
三
十
七
人
）
の
う
ち
五
十
九
人
が
出
 

席
、
中
島
町
長
、
山
口
議
長
、
稲
富
教
 

育
長
か
ら
成
人
者
に
祝
福
の
言
葉
が
あ
 

り
、
こ
れ
に
対
し
成
人
代
表
の
太
田
留
 

美
さ
ん
が
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
 

ま
し
た
。
 

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
の
あ
と
「
二
十
歳
 

の
旅
立
ち
」
と
題
し
て
、
各
人
の
夢
を
 

書
い
た
短
ざ
く
を
風
船
に
つ
け
て
大
空
 

へ
放
し
合
い
ま
し
た
。
 

九

月

の

こ

よ

み

と

催

し

 

日
 

防
災
の
日
 

ガ
ン
制
圧
月
間
 

一
一
百
十
日
 

十
五
日
 
敬
老
の
日
 

老
人
福
祉
週
間
 

方
城
町
敬
老
会
 

一
一
十
日
 

航
空
の
日
 

動
物
愛
護
週
間
 

二
一
日
 

町
民
運
動
会
 

一
一
三
日
 

秋
分
の
日
 
十
五
夜
 

二
四
日
 

結
核
予
防
週
間
 



(3） 昭和55年9月1日 広 つ よ
 

いし 、つ ほ
 

第118 号 昭和55年9月1日 広 報 第118号 ．つ よ
 

」し ，つ 
》
一
 報

 

甲
子
園
報
告
 

田

川

高

ナ

イ

ン

 

田
川
郡
香
春
町
の
県
立
田
川
高
校
野
 

球
部
が
、
十
六
日
午
前
十
一
時
三
〇
分
 

方
城
町
役
場
前
広
場
で
、
方
城
町
長
、
 

お
よ
び
後
援
会
幹
部
一
同
な
ど
に
晴
れ
 

の
甲
子
園
出
場
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
 

同
野
球
部
は
創
立
以
来
五
十
九
年
に
 

し
て
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

「
ヤ
マ
の
灯
が
消
え
て
か
ら
、
こ
ん
 

な
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
、
全
国
に
ヤ
 

マ
の
子
パ
ワ
ー
を
見
せ
て
く
れ
」
な
ど
 

と
田
川
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
、
喜
び
 

は
大
き
く
、
同
地
区
あ
げ
て
の
応
援
で
 

し
た
。
 

甲
子
園
で
強
豪
秋
田
商
と
対
戦
、
剛
 

」
1
,
，
」
 

向
尾
軍
平
先
生
、
新
院
長
と
し
て
就
任
 

ー

方

城

町

立

病

院

ー

 

A
婦
 

K
 

方
城
町
立
病
院
の
院
長
と
し
て
、
長
 

い
間
町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
て
い
 

ま
し
た
吉
永
先
生
が
、
七
月
三
＋
一
日
 

付
を
も
ち
ま
し
て
退
職
致
し
ま
し
た
。
 

永
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
 

ま
し
た
。
 

吉
永
先
生
に
替
わ
り
ま
し
て
、
向
尾
 

軍
平
先
生
が
院
長
と
し
て
就
任
致
し
ま
 

し
た
。
 

以
下
は
向
尾
新
院
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

で
す
。
 

初
秋
の
候
、
町
民
の
皆
さ
ん
ご
健
勝
 

の
こ
と
と
お
慶
ご
申
し
上
げ
ま
す
。
 

球
投
手
の
高
山
投
手
に
一
歩
も
ひ
け
を
 

取
ら
ぬ
村
田
投
手
（
方
城
町
出
身
）
の
 

投
手
戦
と
な
り
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
熱
戦
 

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
借
し
く
も
一
点
 

差
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
ナ
イ
ン
の
 

健
闘
ぶ
り
に
、
甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
ス
 

タ
ン
ド
で
、
ま
た
テ
レ
ビ
の
前
で
、
惜
 

し
み
な
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
役
場
前
広
場
に
、
西
村
監
督
 

他
野
球
部
員
が
ず
ら
り
と
並
ぴ
、
小
松
 

キ
ャ
プ
テ
ン
、
西
村
監
督
、
池
田
校
長
 

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
 

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
谷
口
弘
後
援
 

会
長
は
「
産
炭
地
の
暗
い
ィ
メ
ー
ジ
を
 

吹
き
と
ば
す
見
事
な
試
合
だ
っ
た
。
こ
 

ん
ご
は
そ
の
貴
重
な
体
験
を
心
の
柱
と
 

し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
 

小
松
キ
ャ
プ
テ
ン
に
花
た
ば
を
贈
呈
し
 

ま
し
た
。
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さ
て
私
こ
と
八
月
一
日
を
も
ち
ま
し
 

て
、
町
立
病
院
長
に
就
任
致
し
ま
L
お
 

向
尾
軍
平
で
ご
ざ
い
ま
す
加
ー
I
×

 

前
、
吉
永
先
生
の
永
年
に
わ
た
る
地
 

域
医
療
の
向
上
と
、
病
院
運
営
管
理
上
 

の
ご
苦
心
の
あ
と
を
拝
聴
し
、
院
長
と
 

し
て
改
め
て
自
ら
に
問
い
か
け
て
み
た
 

い
所
存
で
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

今
後
私
は
町
民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
 

地
域
医
療
、
救
急
医
療
、
高
令
者
医
療
 

等
を
中
心
と
し
て
、
公
的
医
療
機
関
の
 

役
割
を
果
た
し
、
 

「
住
み
よ
い
、
豊
か
 

な
人
間
環
境
」
を
つ
く
り
だ
す
た
め
、
 

最
善
の
努
力
を
尽
し
て
ま
い
り
た
い
と
 

存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
 

国勢調査にこ協力を 

10月1日は、全国一斉に国勢調査が行われ 

ます。 

この調査は、行政の適切な運営に必要な基 

礎資料を提供する、極めて重要な調査です。 

調査票は、調査員が9月24日から30日の間 

に各家庭を訪問し、お配りします。 

記入済みの調査票は、10月1日から5 日ま 

での間にもう一度調査員がお伺いしますので、 

そのときお渡しください。 

なお、調査員がお伺いする時期に留守だっ 

たり、直接調査員に提出するのがお困りの方 

は、早めに国勢調査担当係までご連絡ください。 

お忙しいとは思いますが、ご協力をお願い 

します。 

ご
指
導
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
任
の
ご
 

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
＜
り
を
 

青
年
の
船
乗
船
報
告
連
載
 

私

の

見

た

中

国

 

私
達
を
乗
せ
た
 
「
日
本
丸
 

間
の
航
海
を
経
て
、
あ
こ
が
 

に
着
い
た
。
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
 

異
国
の
地
で
あ
る
。
港
で
は
ラ
ッ
パ
と
 

共
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
カ
ネ
、
太
鼓
、
 

そ
し
て
躍
り
狂
う
獅
子
舞
。
あ
ぎ
や
か
 

な
色
彩
の
服
を
着
た
子
供
達
の
熱
烈
歓
 

迎
を
う
け
た
。
全
て
の
人
々
が
心
か
ら
 

私
達
の
訪
中
を
歓
迎
し
て
く
れ
、
ま
る
 

で
ず
っ
と
以
前
か
ら
の
友
人
に
で
も
投
 

げ
か
け
る
よ
う
な
笑
顔
を
見
る
と
、
私
 

達
も
そ
れ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
 

れ
か
ら
の
参
観
活
動
を
頑
張
ろ
う
と
心
 

に
誓
う
。
 

中
国
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
に
女
性
 

が
進
出
し
男
性
と
同
等
の
立
場
で
働
い
 

て
い
る
。
そ
の
代
り
女
性
労
働
者
が
働
 

き
や
す
い
よ
う
に
配
慮
が
し
て
あ
り
、
 

妊
娠
七
ケ
月
頃
か
ら
軽
い
仕
事
を
し
、
 

産
後
は
五
十
六
日
休
暇
有
り
、
育
児
時
 

間
は
一
日
二
時
間
。
そ
れ
か
ら
子
供
は
 

安
い
費
用
で
託
児
所
が
預
か
っ
て
く
れ
 

る
と
い
う
。
 

又
、
家
事
労
働
も
、
私
達
が
訪
れ
た
 

家
庭
で
は
、
家
族
皆
が
勤
め
に
出
て
い
 

る
の
で
、
早
く
帰
っ
た
人
が
タ
食
の
用
 

意
を
す
る
そ
う
だ
。
家
庭
教
育
は
、
男
 

の
子
も
女
の
子
も
同
じ
よ
う
に
労
働
を
 

熟
愛
す
る
勤
勉
な
子
に
な
る
よ
う
膜
を
 

す
る
そ
う
だ
。
 

植
 

田
 

祐
 

子
 

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
女
性
の
社
会
的
 

位
は
低
く
又
、
女
性
自
身
そ
れ
に
甘
 

ん
じ
て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
だ
。
本
当
 

に
女
性
の
地
位
の
向
上
を
望
む
な
ら
ば
 

も
っ
と
主
体
性
を
も
ち
「
女
」
だ
か
ら
 

と
い
う
甘
え
を
な
く
し
て
い
か
な
け
れ
 

ば
い
け
な
い
と
思
う
。
 

広
州
で
私
達
は
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
 

機
会
を
得
た
。
こ
の
園
で
は
、
三
歳
か
 

ら
六
歳
半
ま
で
の
幼
児
が
四
百
六
十
名
 

で
全
員
全
託
制
（
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
 

ま
で
園
で
保
育
を
受
け
、
午
後
か
ら
家
 

庭
へ
帰
る
）
で
保
育
を
受
け
て
い
る
。
 

幼
い
子
が
一
週
間
も
親
と
離
れ
て
生
活
 

し
た
ら
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
不
足
 

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
疑
間
を
 

い
だ
い
た
。
で
も
そ
れ
は
、
園
側
と
親
 

と
の
連
絡
を
密
に
と
る
事
に
よ
り
解
消
 

し
て
い
る
そ
う
だ
。
 

幼
稚
園
の
各
教
室
を
参
観
し
た
。
各
 

部
屋
に
は
、
毛
主
席
と
華
主
席
の
肖
」
傑
 

画
が
か
が
げ
て
あ
る
。
 

子
供
達
の
唄
う
歌
、
ゲ
ー
ム
、
遊
戯
 

全
て
に
毛
主
席
が
で
て
く
る
。
毛
主
席
 

の
教
え
と
中
国
共
産
党
の
指
導
に
よ
り
 

幸
せ
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
国
家
の
為
に
 

奉
仕
し
た
い
と
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
さ
 

か
ん
に
説
く
。
そ
れ
程
幼
い
時
か
ら
思
 

想
教
育
が
徹
底
し
て
い
る
。
こ
の
子
供
 

達
が
大
き
く
な
っ
た
時
の
中
国
を
考
え
 

る
と
、
何
だ
か
す
え
恐
し
い
気
が
し
て
 

く
る
。
年
上
の
子
は
小
さ
い
子
の
世
話
 

を
し
た
り
、
食
事
を
分
け
た
り
し
て
先
 

生
の
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
。
徳
育
・
 

知
育
・
体
育
を
重
ん
じ
た
教
育
が
な
さ
 

れ
て
い
て
、
小
さ
い
時
か
ら
労
働
を
愛
 

し
規
律
を
守
る
子
供
に
教
育
さ
れ
て
い
 

く。 

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
い
う
 

が
、
教
育
が
子
供
に
及
ぼ
す
影
響
を
感
 

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
 

中
国
で
の
参
観
活
動
も
終
り
、
私
の
 

脳
裏
に
あ
の
子
供
達
の
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
 

り
の
笑
顔
、
青
年
達
の
目
の
輝
き
、
学
 

生
達
の
ま
じ
め
な
勉
強
ぶ
り
、
通
訳
の
 

人
達
の
あ
た
た
か
な
応
接
、
彼
ら
と
の
 

別
れ
の
涙
等
色
々
な
想
い
出
が
走
馬
灯
 

の
よ
う
に
う
か
ん
で
き
ま
す
。
本
当
に
 

青
春
の
一
時
期
に
中
国
の
人
達
と
友
好
 

を
深
め
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
共
 

に
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
 

め
ざ
せ
、
若
き
老
人
 

つ
い
に
日
本
は
世
界
第
二
位
の
長
寿
 

国
と
な
り
ま
し
た
が
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
 

か
悲
し
む
べ
き
こ
と
か
、
わ
が
国
に
年
 

々
老
人
が
充
満
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
 

否
定
出
来
な
い
。
老
人
は
社
会
に
ど
う
 

対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
 

て
私
は
老
人
自
身
の
精
神
革
命
に
期
待
 

し
た
い
。
 

ま
ず
老
人
自
ら
が
老
人
意
識
を
捨
て
 

去
る
こ
と
だ
。
 

「
自
分
は
も
う
年
を
と
 

っ
た
か
ら
何
も
で
き
な
い
」
と
、
弱
気
 

に
な
り
、
早
々
と
隠
居
気
分
に
な
る
よ
 

う
で
は
だ
め
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
年
老
い
 

て
も
、
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
無
用
の
 

存
在
に
な
り
た
く
な
い
、
何
ら
か
の
形
 

で
社
会
に
役
立
つ
人
間
と
し
て
生
涯
を
 

終
え
た
い
。
し
か
し
老
人
が
精
神
的
、
肉
 

方

城

町

総

合

三

位

入

賞

 

第
 19 

回
 
田
川
郡
民
体
育
大
会
 

第
十
九
回
田
川
郡
民
体
育
大
会
が
八
 

月
二
十
四
日
、
添
田
町
に
て
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

（
競
技
種
目
の
内
、
水
泳
、
野
 

球
は
七
月
二
十
七
日
実
施
済
）
 

各
競
技
会
場
で
は
熱
戦
が
展
開
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
方
城
町
は
総
合
第
三
位
に
 

入
賞
し
ま
し
た
。
上
位
入
賞
し
た
競
技
 

種
目
は
や
は
り
組
織
が
あ
り
、
計
画
的
 

な
練
習
を
し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
 

よ
う
で
す
。
 

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

△
総
合
の
哉
V
 

一
位
 

添
田
町
 

ニ
位
 

川
崎
町
 

三
位
 

方
城
町
 

△
方
城
町
の
競
技
種
目
別
成
績
V
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
 

ー
位
 

陸 バ 野 水 剣 

球 泳 道 

位 位 

一
一
位
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 

二
位
 

上
 

三

位

 

荒
 

川
 

豊
 

八
 

体
的
に
青
壮
年
に
比
べ
能
力
が
落
ち
る
 

こ
と
は
事
実
で
す
。
そ
れ
で
も
予
防
と
 

鍛
練
に
よ
っ
て
想
像
以
上
に
老
化
を
抑
 

え
ら
れ
る
。
老
人
が
老
人
く
さ
く
な
る
 

の
は
自
ら
「
お
れ
は
も
う
年
寄
り
だ
」
 

と
思
い
込
む
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
は
 

な
か
ろ
う
か
。
老
人
の
不
幸
は
老
人
自
 

身
が
招
く
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

し
た
が
っ
て
老
人
専
門
の
職
業
紹
介
所
 

を
設
け
て
、
職
業
を
あ
っ
旋
し
少
し
で
 

も
そ
の
労
働
力
を
活
用
し
た
い
。
 

回
 
国
 
回
 
園
 

西
山
 

ひ
さ
し
 

禅
寺
の
 

し
づ
け
さ
泉
 
鳴
っ
て
を
り
 

田
沖
 

み
さ
を
 

み
な
同
じ
 
宿
の
名
入
り
の
 

浴
衣
着
 

て
 

機
を
織
る
 

鈴
木
 
秋
風
子
 

足
の
白
さ
や
 
青
す
だ
れ
 

久
米
 

チ
ョ
子
 

安
売
り
を
 
待
っ
て
日
傘
を
 
買
ふ
つ
 

'
b
h
ノ 

は
し
り
い
も
 

す
め
 

は
し
り
い
も
 

●
志
」
 

桑
野
 

園
女
 

な
れ
ば
殿
方
 

に
も
す
 

岩
猿
 

み
つ
子
 

前
に
談
議
の
 
花
が
咲
 

桜
 

ん
 

坊
 

妻
と
い
て
 
会
話
と
て
な
き
 
端
居
か
 

な
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、 

ほ
 

国
民
年
金
に
関
す
る
標
語
の
募
集
 

＠
国
民
年
金
の
普
及
、
推
進
に
役
立
つ
 

も
の
で
未
発
表
の
も
の
 

＠
応
募
資
格
 

県
内
居
住
者
 

⑥
応
募
方
法
 

一
人
一
作
品
と
し
、
官
製
は
が
き
に
 

標
語
・
氏
名
・
年
令
・
住
所
・
電
話
番
 

号
を
明
記
の
う
え
、
直
方
市
殿
町
六
ー
 

五
 
直
方
社
会
保
険
事
務
所
内
国
民
年
 

金
課
へ
郵
送
の
こ
と
。
 

＠
応
募
作
品
の
し
め
き
り
 

昭
和
五
十
五
年
十
月
十
日
 

＠
審
査
及
び
入
選
作
品
 

県
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
 

に
基
づ
き
特
選
一
、
準
特
選
二
、
佳
 

作
十
、
を
入
選
作
品
と
す
る
。
 

⑨
表
 
彰
 

入
選
作
品
に
は
、
知
事
の
賞
状
及
び
 

賞
品
を
贈
呈
。
 

⑥
入
選
作
品
 

昭
和
五
十
五
年
十
月
下
旬
 

本
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、
十
一
月
発
 

行
の
「
ね
ん
き
ん
福
岡
」
 
に
掲
載
。
 

な
お
、
応
募
作
品
の
著
作
権
は
県
に
 

属
し
ま
す
。
 

＠
問
合
先
 

福
岡
県
民
生
部
国
民
年
 

金
課
 

（
電
話
）
O
九
三
ー
七
六
一
ー
五
一
 

六
五
 

？

ー

 

ー
 

防
衛
大
学
校
学
生
募
集
 

o
応
募
資
格
 

高
校
卒
業
者
（
昭
和
五
十
六
年
三
 

月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）
 

高
等
専
門
学
校
三
年
次
終
了
者
 

（
昭
和
五
十
六
年
三
月
修
了
見
込
 

の
者
を
含
む
）
の
者
で
昭
和
三
十
 

五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
八
 

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
 

子。 

o
願
書
受
付
 

十
月
一
日
か
ら
十
月
ニ
十
五
日
 

o
試
験
日
 

第
一
次
試
験
 

十
一
月
五
日
、
 

第
二
次
試
験
 

」
ハ
日
 

十
二
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
 

間
の
一
日
 

o
試
験
場
 

飯
塚
市
（
市
役
所
前
）
飯
塚
総
合
 

会
館
 

o
受
験
料
 

無
 
料
 

o
採
用
予
定
人
員
 

理
工
学
専
攻
 
約
四
三
五
名
 

福
岡
県
職
員
（
中
級
・
初
級
）
 

採
 
用
 
試
 
験
 
案
 
内
 

L
 

受
付
期
間
 

9
月
1

日
、
9
月
 20 

日
 

z
 
受
験
資
格
 

o
中
 
級
 

昭
和
 30 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 

36 
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
者
。
 

o
初
 
級
 

昭
和
 32 
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 

38 
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
者
（
た
だ
し
、
大
学
に
お
け
 

る
在
学
期
間
が
2
年
を
超
え
る
 

者
を
除
く
）
 

＆
 

試
験
日
 

o
第
1
次
試
験
 

10 

月
 12 

日
 

o
第
2
次
試
験
 

11 

月
中
旬
 

‘
 

申
込
先
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
 

（
電
話
 

〇
九
ニ
ー
二
九
一
ー
 

三
〇
六
七
番
）
 

詳
し
く
は
方
城
町
役
場
総
務
課
 

昭

和

 55 
年
 

秋

の

交

通

安

全

県

民

運

動

実

施

 

L
 

実
施
期
間
 

9
月
 21 

日
か
ら
9
月
 30 

日
ま
で
 

2
 

運
動
の
重
点
 

o
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
無
謀
 

運
転
の
防
止
 

o
歩
行
者
、
特
に
老
人
と
子
供
の
 

交
通
事
故
防
止
 

o
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
 

の
安
全
利
用
の
促
進
 

人
文
社
会
科
学
専
攻
 

約
 
六
五
名
 

o
最
終
合
格
者
発
表
 

昭
和
五
十
六
年
二
月
十
日
 

o
願
書
提
出
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
 

福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
事
務
所
 

（
電
話
 

飯
塚
②
4
8
4
7

) 

又
は
方
城
町
役
場
総
務
課
へ
 

一
日
六
時
間
、
ニ
O
〇
キ
口
 

運
転
鳥
塑
の
目
安
で
す
 

ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
と
き
、
あ
な
た
は
 

何
を
基
準
に
、
目
的
地
、
コ
ー
ス
な
ど
 

を
き
め
ま
す
か
。
運
転
時
間
、
そ
れ
と
 

も
距
離
・
・
ー
。
 

よ
く
「
一
日
に
五
百
キ
ロ
も
走
っ
た
」
 

と
か
「
十
時
間
休
み
な
し
で
運
転
し
た
」
 

な
ど
の
自
慢
話
を
聞
き
ま
す
。
 

こ
れ
で
は
、
過
労
を
背
負
っ
て
綱
渡
 

り
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
ひ
と
つ
 

間
違
え
ば
、
間
違
い
な
く
大
事
故
で
す
。
 

で
は
、
何
を
基
準
に
す
れ
ば
安
全
な
 

の
で
し
ょ
う
 

カ
 宇

留
野
藤
 

雄
・
日
大
教
 

授
（
交
通
心
 

香
 
典
 
返
 

し
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

次
の
方
々
か
ら
方
城
町
長
寿
会
に
高
額
 

な
香
典
返
し
を
受
け
ま
し
た
の
で
長
寿
 

会
の
た
め
最
も
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
 

戴
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
何
卒
御
諒
 

承
下
さ
い
。
 

方
城
町
長
寿
会
連
合
会
長
 

荒
 
川
 
豊
 

八
 

（
草
場
）
 

香

月

ミ

ッ

子

様

 

（
東
古
門
）
岩
崎
 

俊

徳

様

 

（
後
谷
）
 

麻

生

 

英

司

様

 

（
春
田
）
 

藤

田

ト

キ

 ェ
様
 

（
後
谷
）
 

早

川

 

博

様

 

（
新
町
）
 

永

野

 

忠

男

様

 

（
中
原
）
 

久

保

田

健

児

様

 

（
前
村
）
 

林
 

紀

代

子

様

 

（
山
手
）
 

橋

本

 

博

行

様

 

理
学
）
は
「
一
日
の
運
転
時
間
は
六
時
 

間
、
走
行
距
離
は
二
百
キ
ロ
が
目
安
」
 

と
い
っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
こ
れ
は
道
路
事
情
、
混
雑
 

状
況
で
、
多
少
数
字
は
違
っ
て
き
ま
す
。
 

一
般
道
路
の
場
合
、
二
百
キ
ロ
を
六
 

時
間
で
走
る
と
す
れ
ば
、
平
均
時
速
は
 

三
十
三
・
三
キ
ロ
。
 
こ
れ
な
ら
疲
労
も
 

あ
ま
り
た
ま
ら
ず
ド
ラ
イ
プ
が
楽
し
め
 

ま
す
。
 

一
日
の
運
転
の
目
安
は
ガ
六
時
間
と
 

二
百
キ
ロ
ク
を
お
忘
れ
な
く
。
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